
1

交通事故リスクマネジメント手法の研究開発
研究代表者：愛媛大学 吉井稔雄

道路通行時における「事故の起こしやすさ」を定量的に評価・算定する方法を確
立した上で，同事故リスク情報を活用し安全な交通流状態を保つための交通需
要マネジメントの方法を提案・実施して，その有効性を示す．

R2継続課題に係る中間評価 令和2年1月17日

交通事故リスクの評価・算定方法の確立
（交通事故リスク推定モデルの構築）

平成29年度（FS研究）

交通事故リスクを獲得した道路利用者の交通行動の把握

平成30年度

交通事故減少便益算定方法の確立

交通事故リスク情報提供システムの構築

道路利用者による交通事故リスクの認知バイアス把握

道路利用者とのコミュニケーション手法の確立

令和1年度

交通事故リスクマネジメント実施による交通事故減少効果の検証

交通事故リスクシミュレーションモデル（プロトタイプ）の構築

交通事故リスク情報の提供実験（関西/新潟/松山）

交通事故リスクマネジメント手法の確立

交通事故リスクマネジメントの実施

道路利用者とのコミュニケーション実験

令和2年度
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<H30年度中間評価における参考意見>
1.ナビゲーション以外の情報媒体を介した情報提供の際に、交通事故リスクをどのように提示するか、
認知バイアスの可能性がある中でどのようにして望ましい経路選択に導いていくのかに十分留意して、
検討を進めることが望ましい。
・R1年度研究：情報板に提示する具体的メッセージ内容の検討を行いました．
・R2年度研究：事故引起しリスクと事故影響リスクの適切な提示タイミングについて検討を行います．

2.生活道路の交通事故リスク評価手法の高度化に際して、引き続きメッシュ単位の交通事故リスクを用
いるのが適切かなど、手法の有用性と限界に十分留意して、具体的検討を進めることが望ましい。
・R1年度研究： 現状では，リンク単位での事故リスク推定が難しいことを確認しました．
・R2年度研究：メッシュ単位での事故リスク推定モデル構築を試みます．

【研究成果の見通し】

令和1年度までの研究により，

・時々刻々変化する交通状況に応じた事故リスク評価手法を構築

ただし，生活道路における交通事故リスクを評価・算定するためのモデルが未構築

・情報提供実験/シミュレーション解析により交通事故リスクマネジメントによる交通事故減少効果を検証

令和2年度には，

・同手法を用いて算定される事故リスクを，実道路上の情報提供板を介して道路利用者に提供

（都市内高速道路を予定）

・生活道路の交通事故リスク評価算定モデルとしては，

多層ニューラルネットワークモデルを用いて，メッシュ単位での事故リスク推定モデルを構築

・道路利用者との交通事故リスクに関するコミュニケーション手法の確立に向けて，

アンケートを介したコミュニケーションによる

1)交通事故リスク認知バイアス補正効果検証

2)生活道路における安全対策実施に対する住民の受容性向上効果検証
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【令和1年度の研究成果】

1．道路情報板を用いた交通事故リスク情報提供実験

松山河川国道事務所による提供例

新潟国道事務所/新潟県警による提供例
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エミフル

(愛媛，一般)

ふるさと村

（新潟，一般）

豊栄

（新潟，一般）

石鎚山

(愛媛，高速)

黒埼

（新潟，高速）

1.とても理解できる 2.理解できる

3.どちらかといえば理解できる 4.どちらかといえば理解できない

5.理解できない 6.全然理解できない

7.無回答

n:152

n:148

n:149
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n:129

1.とても納得できる 2.納得できる
3.どちらかといえば納得できる 4.どちらかといえば納得できない
5.ほとんど納得できない 6.全く納得できない
7.無回答 24
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事故リスク文字情報板

視認：はい

事故リスク文字情報板

視認：いいえ

高速道路：黒崎PA

1.とてもそう思う 2.そう思う

3.どちらかといえばそう思う 4.どちらかといえばそう思わない

5.そう思わない 6.全然そう思わない

7.無回答

n:98

n:180

「事故ﾘｽｸ 生活道路は幹線の2倍」と書かれた
文字情報板を見て，内容が理解できましたか？

メッセージ「渋滞時は危険 事故リスク増大」
に対する態度

約60%が理解 約70%が理解

 

降雨時は危険 
事故リスク増大 

渋滞時は危険 
事故リスク増大 

NEXCO西日本四国支社による提供例2．生活道路における事故リスク評価

単路部事故リスク 交差点部事故リスク
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3．積雪時に事故リスク情報を得たドライバーの経路選択行動分析

４．交通事故リスク認知バイアスに関する道路利用者とのコミュニケーション実験

【令和1年度の研究成果】

降積雪情報が道路利用者の
経路選択に影響

降積雪情報を適切に周知す
ることで安全な道路を利用
しやすくなる！

＜ ＜

２項ロジットモデル
で分析

経路選択意識構造の分析

 運転に対する恐怖への影響度は，
引き起こし恐怖>>巻き込まれ恐怖>事故規模恐怖

事故引き起
こし恐怖

事故巻き込
まれ恐怖

事故規模
恐怖

引き起こし
統制可能性

巻き込まれ
統制可能性

事故規模
統制可能性

運転に対
する恐怖

事故引き
起こし知覚

事故巻き込
まれ知覚

重傷事故
知覚

死亡事故
知覚

高速道路
利用意図

快適性に対
する態度

所要時間に
対する態度

高速道路料金
に対する態度

運転に対す
る嫌悪

高速道路
利用頻度

0.563

0.247

0.159

-0.094

-0.405

0.224

0.134

0.512

0.778

-0.143

-0.158 -0.052

0.143

0.080

-0.476-0.343

-0.341

 恐怖には知覚（理性的判断）と統制可能性（感情
的判断）の双方が影響

 統制可能性が知覚にも影響（知覚バイアス）


